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守山農業委員会会長 

　津市農業委員会の会長就任に当たり一言ご挨拶申し上げます。

　農業者の皆様方には、日頃から農業委員会の活動に関しまして、格別なるご理解

とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　平成２８年４月の農業委員会等に関する法律の一部改正により、農地利用最適化

推進の取組が強化されましたが、農業者の高齢化や後継者不足などにより、遊休農

地の増加が懸念されております。

　農業委員会といたしましても、遊休農地対策には特に力を入れて取り組んでい

ますが、これまでの３年間で約２ｈａの減少にとどまっているのが現状です。

　今後につきましても、担当地区の農地を第一に農業委員会委員、農地利用最適化

推進委員が互いに連携しながら、特に遊休農地の発生防止・解消に重点を置き、更

なる農地利用最適化の推進に尽力してまいる所存でございますので、農業者の皆

様方のご支援、ご助力をよろしくお願い申し上げます。



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

4 月 1 日（月）     

　市長からの任命辞令

交付のあと、市役所8階

で臨時総会を開催しま

した。 

 

 

  

 

 

 

4 月 12 日（金） 

 

 農業委員会会長        守山 孝之 

 農業委員会会長職務代理者   喜多 義幸 

 第 1 農地部会部会長      太田 義政 

 第 1 農地部会部会長職務代理者 田村 明 

 第 2 農地部会部会長      諸戸 善昭 

 第 2 農地部会部会長職務代理者 結城 晉三 

会長職務 

代理者 

第 1 農地部会 

部会長 

 

第 2 農地部会 

部会長 

 

津市農業委員会の役員と委員の紹介 
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津
市
農
業
委
員
会
役
員

　農業委員会委員、農地利用最適化推進委員の任期満了に伴い、新しい農業委員会委員24名と農

地利用最適化推進委員86名が決まりました。

　また、平成31年４月１日に臨時総会を開催し、当委員会役員を選出しました。

　委員の任期は、平成31年４月１日から令和４年３月31日までの３年間、地域の農家の代表とし

て農業の様々な課題に取り組んでまいります。

　農業委員会委員と農地利用最適化推進

委員が一同に会し、津市美里社会福祉セン

ターで、農地利用最適化推進委員の委嘱式

と合同研修会を行いました。
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行います。

◎印は部会長　　○印は部会長職務代理

◎印は部会長　　○印は部会長職務代理
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活動を行います。
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農地転用のご相談は農業委員会事務局まで 

農業者年金で老後に備えませんか？  

 今後の農地部会の日程 

申請書等 

提出締切日 
農地部会 

６月 20 日 ７月 1７日 

７月１９日 8 月 1６日 

8 月２０日 9 月 1８日 

9 月２０日 10 月 1７日 

10 月 2１日 11 月 1８日 

11 月２０日 12 月 1７日 

12 月 20 日 １月１７日 

1 月 2１日 ２月１８日 

2 月 20 日 ３月１６日 

 
※農地部会の日程は、変更になる場合があります。 

農業委員会では、農地の権利移動や転用など、
農地法に基づく許認可に伴う審議・決定を行うた
め、毎月 1 回、農地部会を開催しています。 

 

農地転用の許可申請の受付は、農業委員会で

行っています。転用の手続きなどについては、

農業委員会事務局または、最寄りの総合支所地

域振興課へご相談ください。 

農業者年金への加入要件 

➊国民年金第 1 号被保険者

※国民年金保険料納付免除者は除く

❷年間６０日以上農業に従事

❸６０歳未満 

◎農地の権利名義は必要ありません

１.積み立て方式なので安心 

納めた年金と、その運用資金が将来の年金の原

資になるので、少子高齢化時代に強い終身年金です。 

２.加入・脱退が自由 

途中脱退しても、それまでに納めていた保険料

に応じて、将来年金として受給できます。 

３.保険料全額が社会保険料控除の対象 

支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象となります。 

４.保険料をいつでも見直せます 

保険料は、２万円から６万７千円の範囲で、千円単位で自由に決められ、いつでも変更ができます。 

５.農業の担い手には保険料を補助 

３９歳以下の認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担い手となる人には、国から月額最大 

１万円の保険料の補助があります。 

６.終身年金で、８０歳までに亡くなった場合は死亡一時金が支払われます 

  年金は生涯支給されます。仮に８０歳到達月までに亡くなった場合には、死亡した翌月から８０歳

到達月までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値の相当額が、死亡一時金として支払

われます。 
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農地の賃借料情報



 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

※広告内容に関する質問等は、広告主に直接お問い合わせください。 （広告主と津市農業委員会業務との直接関係はありません。）

《広告のコーナー》  

  

 
 津市のホームページから農地転用の申請書等のダウンロードができます。

https://www.info.city.tsu.mie.jp/ｗｗｗ/contents/1554898097745/index.html 津市農業委員会事務局 検索 
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農業委員会からの 
お知らせ 

トラクターなどで農作業をした後、道

路に出るときは、道路に土を落とさない

ように注意しましょう。車道や歩道に落

ちた大きな泥のかたまりは、景観を損ね

るばかりでなく、歩行者、バイク、自転

車、車椅子など通行の妨げとなる場合が

あります。 

土の落下に気を付けましょう
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年
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
か
わ
っ
て
最
初
の

夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
頃
は
、
付
近
は
田

植
え
の
真
っ
最
中
で
す
が
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こ
の
号
が
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
稲
が
青
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と
育
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
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春
は
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は
緑
に　

紅
の　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斑
に
見
ゆ
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の
山
か
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こ
の
歌
は
、
令
和
と
い
う
年
号
の
出
典
元
と

な
っ
た
万
葉
集
に
あ
る
歌
で
す
。
春
に
芽
吹
い

た
木
々
の
萌
黄
色
の
新
芽
が
、
夏
に
は
緑
濃
く

な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
に
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
の
仕
組
み
も
、

こ
の
４
月
か
ら
津
市
で
は
２
期
目
と
な
り
、
よ

う
や
く
定
着
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
知
名
度
の
向
上
と
、
農
業
者

に
興
味
あ
る
記
事
の
提
供
を
目
指
し
て
、
編
集
委

員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
農地利用最適化推進委員について
　担い手への農地集積や集約化、遊休

農地の発生防止・解消、新規参入の促

進を推進するために、各担当地区で活

動する推進委員が選出されています。

　農地に関するさまざまな相談や課題

を親身に受け止め、人と農地のマッチ

ングに取り組むなど、主に日常的な現

場活動を行っていますので、お気軽に

ご相談下さい。

＊
＊
編
集
委
員
＊
＊

委
員
長　
　

坂
野　

大
徹

副
委
員
長　

中
野
た
つ
子

委　
　

員　

喜
多　

義
幸　

田
村　
　

明　

結
城　

晉
三

　
　
　
　
　

草
深
み
つ
よ　
　

戸　

善
昭　


